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有限責任監査法人トーマツ パートナー

宮下 淳 Atsushi MIYASHITA

　2002年有限責任監査法人トーマツ入社、監査

部門に所属の後、2007年から2009年デロイトシ

ンガポールに赴任し、会計監査・J-soxのレディネ

ス業務及び監査、内部監査・内部統制改善プロジ

ェクト、日系企業の支援業務を経験。2013年から

2015年デロイトタイにて、在タイ及びタイ進出を図る日系企業の支援業務等を

経験。2015年からデロイトミャンマーに赴任、ラオス・カンボジアを含む、いわ

ゆるCLM３カ国の日系企業サービスチームのリーダーを担当。2018年帰任、

多国籍展開をしている上場日系企業の会計監査業務等に従事。日本公認会計

士協会 国際委員会 会計・監査インフラ整備支援対応専門委員会 専門委員。

EY新日本有限責任監査法人 パートナー

三木 拓人 Takuto MIKI

　2002年EY新日本有限責任監査法人入社。日

本、米国及び国際財務報告基準(IFRS)による会

計、会計監査に従事。内部統制関連業務、米国SEC

基準による会計監査やIPO、IFRSの初度適用支援

業務に携わる。2008年から2011年までEYサンノ

ゼ事務所のJBS及びアシュアランス部門に赴任。日本企業現地法人のほか、米国

上場企業や米国におけるIPO企業等の監査をマネージャーとして担当。2011

年から2013年まで日本で勤務、大手物流企業やクロスボーダーIPO企業の監

査、IFRS初度適用プロジェクトなどをシニアマネージャーとして担当。2013年

から2016年、EYミャンマー・ヤンゴン事務所に駐在。外資系企業のミャンマー

進出前の市場・制度調査、M&A関連業務、会社設立・投資許可申請支援のほ

か、進出後の会計・監査・税務関連サービス等を担当。2016年日本に帰任、監

査業務に従事する傍ら、新興国コンサルティング・ミャンマーデスクとして日本企

業の新興国進出を支援。2017年よりパートナーとして製造業、メディア＆人材

サービス企業等にも携わる。

矢冨国際公認会計士会計事務所

矢冨 健太朗 Kentaro YADOMI

　2004年あずさ監査法人（現 有限責任あずさ監査

法人）に入社し、日本基準・米国基準・国際会計基準

に基づく会計監査に従事。その後、アドバイザリー事

業部に転属し、国内外のM&A関連業務に携わる。

2011年よりKPMGバンコク事務所に赴任し、その後

KPMGマニラ事務所に駐在。海外では、日系企業の新規進出サポート、現地進出企業

の監査、税務、各種アドバイザリー業務を経験。2014年8月に日本に帰任し、会計•海

外子会社管理アドバイザリー業務に従事。2016年にKPMGヤンゴン事務所で、会計

アドバイザリー業務に従事し、2017年3月に独立。主にM&A関連業務、海外子会社

管理支援、国際会計基準導入支援に従事。日本公認会計士協会 国際委員会 会計・監

査インフラ整備支援対応専門委員会 専門委員。

3人の公認会計士に共通する経験、ミャンマー駐在。監査はもちろん、各種支援業務などを通じて感じた新興国における仕事

の醍醐味や面白さなど、ほぼ同時期をミャンマーで過ごした3人だからこそのリアルな声をお届けします。

新興国で働く経験は
公認会計士としての幅を広げてくれる
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―自己紹介と、海外駐在の経歴をお話しく
ださいますか？

宮下　有限責任監査法人トーマツの宮下

淳です。私は2002年に入社し、2007年

に最初の海外駐在としてデロイトシンガ

ポールに赴任しました。日系企業の会計

監査や内部監査、色々な支援業務を経験

し、一度日本に戻ってきましたが、2013年

に再び海外へ。デロイトタイオフィスで2年

間、2015年からは横滑りでミャンマーに

異動。ラオスやカンボジアを含む、いわゆ

るCLM3カ国に進出する日系企業サービ

スチームのリーダーとして3年間駐在しま

した。2018年に日本に帰任して今に至り

ます。

三木　EY新日本有限責任監査法人の三

木拓人です。私も2002年の入社ですか

ら、宮下さんとはいわば同期。私の海外

経験は2008年にアメリカのサンノゼから

始まります。2011年までの3年間、Japan 

Business Services（JBS）の一員として

働いて、2011年に日本に戻ってきました。

2013年からは一転して開国したてのミャ

ンマーに赴任しました。2016年まで滞在

していたので宮下さんとは約1年間共に切

磋琢磨しながら、時には遊びながら（笑）仕

事していました。2016年の6月に日本に戻

り、今は監査業務をしながら、ミャンマーデ

スクとして日系企業をサポートしています。

矢冨　矢冨健太朗と申します。元々は有限

責任あずさ監査法人に勤務しており、 監査

法人勤務時代、タイとフィリピンに駐在し、 

日本に帰任後、長期期出張のかたちで、 

ミャンマーで執務をしていました。その後、 

監査法人を退職し独立、今に至っています。

―公認会計士の道を選んだきっかけは？

宮下　大学時代がバブル崩壊後の不況期

と重なったこともあり「何か手に職をつけ

たいな」という前提はありました。大学が商

学部だったことや、叔父が公認会計士だっ

たこともあり、「資格を持って自由に仕事

をするのが自分に合っているかな」という

思いがありました。大学卒業後、しばらくは

バックパッカーとして東南アジアを中心に

アフリカや南米、ヨーロッパなど、色々なと

ころを旅行していました。公認会計士試験

は「本気になればすぐ受かる」とタカを括っ

ていましたが、合格するまで3回ぐらいは受

けているので、今の監査法人に入社したの

も27歳の時です。

三木　私は、周りに公認会計士を目指し

ている友人がおり、その話を聞いて興味を

持ったのが始まりです。当時、真っ当なビ

ジネスマンになる自信が持てなかったこ

ともありますが（笑）、いわゆる士業の人た

ちは個性の強い生き方をしている人が多

く、かつ組織で経験を積んだ後に独立して

個人で開業するなどのキャリアも考えられ

ることから「公認会計士は比較的潰しが効

くのでは」と思いました。監査をやるもよ

し、コンサルタントになる道も、企業内に

入るという選択肢もある。そうした幅広さ

が魅力的に映り、公認会計士を目指すこと

にしました。

矢冨　大学の学部と大学院の修士課程で、 

ヨーロッパやアメリカの近現代美術史を研

究していました。 当時は就職氷河期だった

こともあり、自分のバックグラウンドでは、

普通に就職活動をしても一般企業への就

職は非常に厳しい状況にありました。そん

な時に同じマンションに住んでいた友人が

公認会計士試験の勉強を始めると聞いて、

漠然とですが面白そうだなと思い、興味を

持つようになりました。また、当時は近現代

美術史の研究をしていた一方で、企業活動

や経済活動にも興味を持っていました。ど

うやってこういったものと接点を持とうか

と考えていたこともあり、資格取得を通じ

てビジネスの知識を幅広く吸収できそうな

公認会計士を目指すことにしました。

―受験時代の当時と今、公認会計士に対す
るイメージは変わりましたか？

三木　監査法人に入社したての頃より今

の方が受験時代に思い描いていたイメー

ジに近いと感じています。例えば、大手の

監査法人に入ると、最初の仕事は比較的単

純作業に近いものだと思いますが、公認会

計士になろうと思う人たちは、マネジメント

についてクライアントと色々な話をしたり、

クライアント企業の中にどういうリスクが

あって、リスクに対応するための方策が適

切でなければ、こういった別の方法も考え

られるのではないでしょうか、といったアド

バイスをするような仕事を思い描いていた

のではないかと思います。若手の頃よりは

10年、15年経った今の方が、当時イメージ

していた公認会計士の姿に近いのかなと

思います。

宮下　私は入りたての頃、監査がどういう

ものかというイメージはあまりありません

でした。例えば、小さい頃から野球が好き

でそのままプロ野球選手になったというの

とは違い、元々やったことない状態から、

つまり、“肌感覚” がないまま仕事に入って

いったので、そもそもイメージがありませ

んでした。だから、理想と違ったとか理想通

りだったという認識はなく、資格を取ってそ

の資格で仕事をしている、という感じです。

実際「これは嫌だな」とか「今日はいい仕事

ができたな」というのは多少ありますが、あ

まりそこに対して、イメージと違ったとか、イ

メージ通りというのはありません。

矢冨　受験予備校にあった監査法人や会

計事務所のリクルートパンフレットに載っ

ていたことと、今自分が実際に持っている

イメージはかなり近いです。当時見たリク

ルートのパンフレットには、監査という仕事
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が核にあって、会社の数字をしっかり理解

して、ある時は中立的に、またある時は企

業に寄り添い仕事をする職業で、そういっ

たことを基礎に企業買収・再生の支援や、

もっと経営に踏み込んだ助言も行い、海外

駐在の経験もできるなどと書いてありまし

た。実際に公認会計士になった後の自分と

照らし合わせてみても、同じように業務を

行っていますし、そうした世界が現実に広

がっているなと感じています。

―ミャンマー駐在時の印象的なエピソード
などお話しいただけますか？

矢冨　私は当時あずさ監査法人と同じメ

ンバーファームに所属するKPMGヤンゴン

事務所で執務を行いました。国ごとに特性

やサービスラインの習熟度にはかなり差が

ありますが、ただ基本は一緒だったという

のが印象に残っています。会計や監査とい

う分野で同一の手法を用いて、同様にアプ

ローチするため、共通のバックグラウンドで

話せますし、一緒だなと思いました。

三木　ミャンマーで採用イベントを開催す

ると、結構な数の応募が来ます。知人の紹

介などで応募する人たちも多いのですが、

それでも「こんなに来るのか」という感じ

です。資格試験に合格した人たちの中から

採用するという日本のスタイルより、様々

なバックグラウンドの人たちが応募してく

るので、面接するのは大変でしたが、「楽し

いな」と感じたことはありましたね。ミャン

マーも公認会計士制度は昔からありまし

たが、ご年配や重鎮の方々に比べ、若い層

は全く違います。重鎮たちはどちらかとい

うと生真面目な人たちが多くてストイック。

一方、若者たちはどちらかというと自由な

人たちが多いので、結構、実験的なことを

やりたがります。ミャンマーは文化的におと

なしい人が多いのですが、若い人たちはエ

ネルギッシュで、なかなか面白く、新しい取

り組みをしてみたいとか、仕事を通じてミャ

ンマー以外の国に進出していきたいとか、

そんな野望を持っている人が多いのも印

象的でした。

宮下　ミャンマーの場合、監査法人に入っ

てから公認会計士の資格を取得すること

が一般的です。そのこともあり、監査法人で

数年間働いてみて、自分に合わなかったら

さっさと辞めていくので、就職に対するカ

ジュアル度は高いです。日本の場合だと、4

年制大学を出て、ガチで勉強して、就職も

基本的には新卒しか採用しないので、その

辺りは違いますね。

三木　転職のカジュアルさはだいぶ違いま

すよね。法人の間を行ったり来たり、BIG4

の間を行き来する人たちも結構いますね。

転職して全く関係のない業界に行くという

ケースもあり、遊牧民のように職を変える

人たちが結構多いですね。公認会計士とい

う職業に就いて、何かを経験して、次にス

テップアップできたらそれでいい、という考

え方なのでしょう。公認会計士とは元々そ

ういう職業だという気がします、少なくとも

ミャンマーでは。

―日本公認会計士協会（以下：JICPA）で
は、ミャンマーをはじめとする新興国の
支援プロジェクトを推進していますが、
駐在経験からこの支援事業をどう捉えら
れていらっしゃいますか？

宮下　ミャンマーには、会計監査において

国としてのロードマップがありません。例え

ば、上場会社を何十年後に何社ぐらいにす

るのか、どの規模の会社までを法定監査の

対象とするか、それに対応するためには、ど

のくらいのファームがあって、何人ぐらいの

公認会計士がいて、それを維持するために

CPE（継続的専門研修制度）をどういうデザ

イン設計にするか、といったものです。新興

国にはロードマップを作るだけの十分な組

織力や資力がない、というのが実情だと思

います。会計や監査に関する基準は、国際

的なルールをほぼそのまま導入するという

方向にありますが、それを現場で使いこな

せる監査人を育成していくことが喫緊の課

題です。このようにロードマップの形成と短

期的な施策のバランスを取りながら改善を

進めることができるように支援していくこと

が重要です。

三木　いわゆる支援、ドネーションで終わ

るのではなく、相互の関係を活かしてこち

ら側にもリターンがないと持続可能性に

問題が出てくるのではないかと思います。 

JICPAが支援したモンゴルやミャンマー

でも、共通のプラットフォームを整備する

と人材の行き来が楽になるとか、そういう

ことに繋がるとリターンという果実も手に

できるのではないでしょうか。会計や監査

は、世界である程度共通の基準やメソドロ

ジーがあるので、スキルさえあれば、正直

誰がどこに行っても監査ができるはずなん

です。スキルを持った人材の交流がもう少

し図りやすくなってくると、繁忙期と閑散期

のタイミングに合わせて複数国で会計監

査することも考えられます。ひいては、社会

全体のコスト低減にも役に立つのではな

いでしょうか。

宮下　日本はこれからどんどん人口が減っ

て明らかに経済が縮小していくことを考え

ると、公認会計士の世界では、会計監査の

インフラを輸出しながら経済圏を大きくし

ないといけないと思っています。駆逐する

という意味ではなく、例えば、日本の公認

会計士がミャンマーに行って仕事をし、共

存共栄してインフラを発展させることで、ひ

とつの監査経済圏みたいなものが作れる

ようになっていくといいと思いますね。しか

し、しっかりとしたロードマップがない状態

で始めてもうまくいかないと思うので、まず
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道筋を作ることが大事かと思います。

矢冨　私も海外に駐在して思ったのは、予

想以上に公認会計士の仕事は国を超えて

標準化されているということでした。会計

にしろ、監査にしろ、国によっては多少の

差異がありますが、基準は国際標準化に向

かっています。例えば、弁護士や税理士の

業域では、業務の拠り所となる法律が国ご

とに違うので、その国ごとに固有の仕事が

成り立ちます。一方、公認会計士は、現実問

題として国際標準化された基準に基づい

て業務を行いますので、国ごとの垣根が低

いというのが実感です。ただし、監査業務

には、国ごとに監査報告書を発行できる資

格が、該当国の公認会計土に限定されるこ

とが多いため、その意味で国境により分断

されています。ただ、一部の国や地域では、

監査報告書を発行できる会計士資格を国

ごとに相互承認していく動きが進んでいま

す。この傾向がさらに進んで、一つの国で

公認会計士資格を持っていれば、どこの国

でも監査報告書を発行できるボーダレス

の時代になっていくのかどうか、非常に興

味深く見ています。

三木　日本に会計機能を置かない会社も

結構出てくるのではないかと思っていま

す。IFRSを適用しているグローバルな会

社は、日本語は日本だけで、他の国は全部

英語ですよね。であれば、そちらにヘッドク

オーターを置いた方が効率的だという考

え方もあります。ある日、ヨーロッパの外

資系の会社の方と話をしたら「全世界の

アカウンティングセンターを6カ所くらい

にしたい」と言うんです。残念ながら、そこ

に東京は含まれていませんでした。そうい

うことを考えると、日本ではないどこかに

アカウンティング機能をまとめるようなグ

ローバル企業が増えてくると思います。そ

ういった意味で日本国内での仕事が減る

かもしれませんが、どちらにしても、我々

はそれを追いかけて仕事をすればいいだ

けの話なので、「どこで誰に対してサービ

スを提供するのか」という点は柔軟に考え

た方がいいかなと思います。

―大切にされている価値観や姿勢などを教
えてください。

宮下　できているかどうかは別にして、

私が意識しているのは「誠実性」「優しさ」

「ユーモア」の3つです。ミャンマー駐在の

際は困難な場面が多かったので、「誠実性」

を心に仕事に臨みました。当時は駐在員が

私一人だったので、妥協しようと思えばい

つでも妥協できましたが、「この仕事は自

分しかできない」「誰も見ていなくても絶対

8時までに会社に行く」と心がけていまし

た。また、「優しさ」は万国共通だと思ってい

ます。シンガポールに赴任していた時に、

チームメンバーの1人が仕事でミスをした

ので、「一緒に謝りに行こう」と上司のマネ

ジャーに言ったことがあります。現地のメン

バーからすると「自分は間違っていないの

に一緒に謝りに行く」という考えはありま

せんでしたが、シンガポールから日本に帰

任して10年以上経った今でもその方とは

仲良く付き合っています。「優しさ」は、国や

文化などに関わらず、オールマイティに使

えるツール、価値観ではないでしょうか。最

後に、「ユーモア」です。ユーモアがないと

行き詰まる場面もたくさん出てきます。仕

事に限らず、その3つは常に心がけるよう

にしていますね。

三木　この業界で生き延びている人たち

は、その3つは大体持っていますね。「誠実

性」がないとなかなか怒ることもできない

し、「優しさ」と「ユーモア」は、何となく出

会った公認会計士の皆さんにあるように感

じます。集まって話していると、そこは一目

瞭然で分かります。

矢冨　私が仕事で意識していているのは、

「分かり合えない」ということを受け入れ

ることです。特に海外で異なる文化圏の人

たちと一緒に仕事する場合、言葉を選ばず

に言うと、分かり合えない場面が多くあり

ます。そもそも、生い立ちや文化的な背景

が違うからです。そんな時に、無理に分か

り合おうとせずに、お互いに分かり合えな

いことを認め、受け入れていく懐の深さが

大事なのではないかと思います。そうする

ことにより、より良い信頼関係を築いてい

くことができるのではないかと思います。

―海外駐在中に印象に残っていることは？

全員　言えないことはいっぱいあります。

「言えない」ということしか言えません（笑）。

矢冨　フィリピンに駐在していた時のこと

です。フィリピンもミャンマーに負けず劣ら

ず多くの問題が起きる国で、企業が事業を

遂行する上での制度が十分に整っていな

かったり、矛盾があったりします。日本だっ

たら「これは何かおかしいよね、どうにかし

てほしいよね」で終わってしまいますが、新

興国では「じゃあ変えましょう」と意見を集

めて、政府のしかるべきところに話を通し、

自分たちで制度を変えに行きます。駐在し

ている日本人の方々は、気概のある方が多

く、こういったことに積極的です。実際、自

分も駐在中に支援していた事例で、帰任後

になりましたが、制度変更が行われたもの

がありました。日系企業にとってビジネス

の負担がひとつ減り、また、自分としても貴

重な経験ができました。我々公認会計士は

専門性を梃にして、こういった制度変更を

主導し、支援できるチャンスが多くありま

す。公認会計士として駐在を経験できて良

かったなと思います。

三木　ミャンマーでも同様の取り組みが

ありました。税務当局の方で、実務に興味

を持っている人がいて、こちらが「この条項

は変だと思う」「この税制おかしいと思う」

と言うと、「じゃあどうしたらいいと思う？」

「一般的にはどうなっているの？」と質問
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をしてくれました。その時に、すごく興味を

持って他国の会計税務の専門家を見てく

れているなと感じました。新興国の場合、業

界自体もまだまだ成立していないところも

あります。ミャンマーの場合はまさにそれ

で、今まで国が閉じられていた中で法定監

査をやる公認会計士はいたかもしれませ

んが、グローバル企業に対してのサービス

を提供するようなファームはありませんで

した。そういう環境で、土台を作り上げてい

く段階に自分がいる、というのはすごく面

白かったです。若い人たちを採用して、どう

やってトレーニングし、一流のグローバル

なプロフェッショナルとして育てていくか、

その人たちが育ったときに養っていくだけ

のプロジェクトは採れるだろうか、実現可

能性を検討したり、他国における昇進制度

はこの国でもうまくいくのだろうかと、文化

的な背景と照らし合わせて検討したりと、

そういう機会に巡り会うのも新興国ならで

はの楽しみです。先進国では味わえない、

人生の楽しみですね。

宮下　新興国という意味で言うと、大き

なプロジェクトに参画できたことですね。

国の草創期、初期段階では、JETROやイ

ンフラに投資する総合商社を中心にプロ

ジェクトが動きます。会計事務所はリーガ

ルファームと同様に、必ずそのメンバーに

入っています。かなり早い段階から、イン

フラ作りのプロジェクトに貢献でき、プロ

フェッショナルスキルを使ってサポートで

きるというのはかなり面白い経験でした。

今ヤンゴンに行って、ビルや公園、病院な

どの巨大なプロジェクトが進行している現

場を目の当たりにしたら、「投資規制の観

点から実現可能なプロジェクトか、税務上

の恩典は取得可能か」といった検討に関

与したことを思い出すでしょう。もちろん、

投資プロジェクトを検討した結果、やめた

ケースもありますし、国が手を引いたケー

スもありました。「国そのものを作っていく

過程に深く関わっていける」というのが、

新興国の醍醐味でしょう。

矢冨　私もマネジャーとして海外駐在し

ましたが、先進国だと仕事内容が確立さ

れているので、マネジャーはマネジャーの

仕事をやるだけというのが多いと聞いて

います。他方、新興国ではそういう区切り

はあまりなく、マネジャーの役割を超えた

仕事ができるというころに、新興国ならで

はの面白さを感じました。フィリピンに駐

在していた当時は日系企業の海外進出が

盛んで、フィリピン政府も製造業の誘致に

熱心だったこともあり、経済特区に数多く

の日本企業を呼び込む機運が高まってい

ました。当時の経済特区庁の長官は、閣僚

の中でも最古参で皆から一目置かれてい

る方でしたが、折を見て意見交換をする機

会を設けてくれました。また、長官と一緒

に東京、大阪、名古屋に赴き、日系企業に

経済特区の魅力をアピールし、売り込むと

いう経験もできました。そういう経験は日

本ではできないかもしれません。一介の駐

在マネジャーが、一国の産業について議論

し、長官と一緒にお仕事ができたことは、

とても貴重な経験でした。

三木　この職業のいいところは、どの国に

行っても、色々な会社のマネジメントと接す

る機会があること。様々なビジネスのやり

方や会社の中の仕組みを見たり聞いたり、

ディスカッションしたりできます。例えば先

進国では、他の会社でこういうことをやっ

たという経験を念頭に話をすることもある

でしょう。これが新興国に行くとそうはいき

ません。「他国の先進的な企業はこういう

やり方をしますよ」というのを分かっている

我々と、現地で叩き上げてきた企業のマネ

ジメントとは、いわゆるベストプラクティス

に関する考え方が全然違います。先進国で

実務を積んできた人間としては、「こういっ

たやり方もありますよ」と紹介して仕事を

進めることができるという点に新興国に対

しての価値を見出しています。規制がない

分、新たなスキームも生まれる可能性が高

いのは面白いですよね。

―様々な国を経験されたプロフェッション
として今後のキャリアの目指すところを
お聞かせください。

三木　難しい質問ですね（笑）。私は日本

に生まれ育ち、現在日本に住んでいるの

で、しばらくは日本にいてもいいな、と思っ

ています。グローバル化の話もありました

が、日本の企業にサービスを提供する立

場である私たちがもう少し、多様性に富ん

だ働き方ができるようなチームの組成や

そのチームを誘引できるようなファームの

あり方、そういったものを実現していきた

いなと思います。具体的には、すごく難し

いですが、今ボトルネックになっているも

のを取っ払っていきたいです。その要因に

なっているのは、商慣習や商業に使われる

言語が一番大きいと思います。例えば、日

本にいてグローバルチームを組成した時

真っ先に躓くのが、出てくる書類が全て日

本語の書類だという点です。テクノロジー

を使い、クライアント自身に対応してもらっ

て乗り越えていけるようになれば、私たち

公認会計士もクライアントも一緒に変わっ

ていけるかなと思います。会計ひとつとっ

てもタスクは数多くあるので、「この部分は

他のチームの方がより専門性があるので

依頼した方がいいのではないか」、「ここ

は東京本社のマネジメントに近いところで

取りまとめる方がいい」とかやり方は色々

ありますよね。タスクに分けて企業内の業

務のやり方を提案してあげると、こちらも

それに合ったチームを組みやすくなるな

ど、業務の進め方の固定概念を突き崩して

いきたいと思っています。

宮下　私は、日本を出て新興国、できれば

東南アジアで監査をしていきたいです。

バックパッカー時代、空港のゲートが開い

たときに「うわぁー、字が全く読めない、な

んだこの匂いは！」と感じたことは印象的

で、未だにそういった感じが好きです。20

年経っても好きということは、本当に好き

なのだと思いますが、ただ、新興国に住む

ということだけを優先して他を妥協したく

ないので、あえて難関にチャレンジし、自分

の専門性をより研ぎ澄まし、新興国のタフ

な環境の中でも自信をもって監査をやり

切れるだけの柱を築いてから、またチャレ

ンジしたいと思います。新興国での生活、

家族、自分の好きなものを上手く限界まで

採り入れながら、専門性を大事にしたいで

す。日系企業の子会社の場合、東南アジア
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では法定監査が必要なケースが殆どです

が、仮にそのような義務がなくなっても、新

興国にある子会社の財務諸表や内部統制

の検証等をしてほしいというニーズはある

と思います。ましてや日系企業の文化等を

理解し、日本語でコミュニケーションできる

公認会計士が現地にいれば、重宝される

と信じています。

矢冨　最近の実感は、何かにつけ変化が

速いということです。環境の変化が速くま

た不確実なため、今後のキャリアをはっき

りと見通すことは難しいです。一方で、そう

いう状況だからこそ、自分の業域を限定せ

ず、その時々の時流を見ながら業域を広げ

ていく柔軟性や反脆弱性が重要ではない

かと考えています。 例えば、私が海外駐在

に出た2011年頃は日系企業の海外進出・

投資（アウトバウンド）の流れが顕著でし

た。一方、今は、東南アジアや東アジアから

日本への進出・投資（インバウンド）の流れ

が出てきています。日本の人口が減少傾向

にある中で、 日本人や日本企業だけで日

本を支えるというのはなかなか難しくなっ

ており、外国人や外国企業の力が必要に

なってきているのではないかと思います。

実際、私の身近でも、東アジアから日本へ

の投資案件が出てきています。足元では、こ

ういった時流を捉えて、海外からの投資案

件の支援を通じ、微力ながら日本経済に貢

献できればと思っています。

―最後に日本の若手公認会計士あるいは
公認会計士を目指す学生へのメッセー
ジをお願いします。

三木　世の中は変化しているので、今まで

やってきたことや、諸先輩が成功した方向

に囚われないでほしいですね。興味を持っ

て、自分のやってみたいことがあればやっ

てみればいいし、機会があれば手を挙げて

みればいい。どんどん新しいことにチャレ

ンジしていくと、結構楽しいことに巡り会え

ると思います。大変でしたけど、業界の人

に限らず、知り合いや友人もできますし、新

興国は結構楽しかったですよ。新しいこと

に飛び込めるチャンスがあれば、どんどん

飛び込んで行ったらいいんじゃないかと思

います。

宮下　「これが大事かな」って思うことをど

んどん突き詰めて、磨いていってほしいで

すね。監査法人の中にいても色々な機会

がありましたし、自由に自分の世界を作っ

ていける、それが公認会計士の面白さに繋

がっています。

矢冨　職業人生は昔よりもはるかに伸び

ています。東南アジアの大手会計事務所は

50代で定年退職するというのがまだ一般

的ですが、それに比べて、日本は60歳だっ

たのが、65歳に伸びて、最近では70歳まで

現役でという話もあります。大学を卒業し

てから、自分の職業人生を全うするまでの

期間はとても長いです。また先ほど述べた

ように、世の中の変化が速くなってきてお

り、キャリアもなかなか一直線にはいかな

いのではないかと思います。 このような環

境下で、公認会計士資格は、会計や監査に

対する高い専門性という太い幹を持てるた

め、汎用性が高くとても役に立ちます。私自

身、公認会計士であることを基軸として、監

査部門、企業買収・再生支援部門、海外駐

在、会計アドバイザリー部門、独立と転じて

おり、職業人生を楽しんでいます。こんな時

代だからこそ、公認会計士という資格を梃

としたら、職業人生を柔軟に楽しく歩んで

行けるのではないかと思います。

このインタビューは2019年9月6日に実施されました。
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